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・
大
正
12
年
９
月
１
日
の
関
東

大
震
災
に
よ
る
災
害
を
教
訓
と

し
て
、
毎
年
９
月
１
日
が
防
災

の
日
と
さ
れ
、
８
月
₃0
日
～
９

月
５
日
迄
を
防
災
週
間
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
2₃

年
３
月
11
日
、
２
時
46
分
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

東
日
本
一
帯
で
未
曾
有
の
損
害

を
被
り
、
首
都
圏
に
お
い
て
も

浦
安
を
初
め
各
地
で
、
多
大
な

る
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

地
震
発
生
時
の
状
況
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
埼
玉
県
は
自
然

災
害
の
比
較
的
少
な
い
地
域
で

あ
り
ま
す
が
、
各
家
庭
で
の
防

災
対
策
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
だ

け
で
な
く
、「
自
助
・
共
助
」

が
重
要
で
す

昨
年
６
月
の
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
を
受
け
、
都
区
内
及

各
県
各
市
に
お
い
て
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
す
る

等
、
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
為

の
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

又
こ
れ
ま
で
も
、
公
共
施
設

の
耐
震
化
、
情
報
伝
達
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
防
災
拠
点
の
整

備
、
物
資
の
備
蓄
、
災
害
時
の

相
互
応
援
協
定
な
ど
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
為
に
は
、
行
政
に

よ
る
「
公
助
」
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
命
を
守
る
「
自

助
」
自
分
達
の
街
は
、
自
分
達

で
守
る
「
共
助
」
に
よ
る
災
害

対
応
力
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
事
が
必
要
で
す
。
更
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
は
一
つ
屋

根
の
下
で
生
活
を
す
る
仲
間
で

あ
り
「
互
助
」
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

２
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
自

分
や
家
族
の
出
来
る
防
災
対
策

の
確
認

日
本
は
、
世
界
で
最
も
自
然

災
害
の
多
い
国
で
あ
り
、
大
地

震
も
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
り
、

家
庭
の
防
災
対
策
を
点
検
す
る

と
共
に
、
地
震
が
発
生
し
た
時

の
行
動
を
確
認
し
て
お
き
、
自

分
や
家
族
の
身
の
安
全
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

３
、
そ
の
他
、
地
震
以
外
の
災

害
に
も
注
意

近
年
は
、
局
地
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
浸
水
被
害
等
も
多

数
発
生
し
て
お
り
、
大
地
震
以

外
の
災
害
に
も
十
分
に
注
意
す

る
事
が
必
要
で
す
。

備
え
よ
う
「
首
都
圏
直
下
型
地
震
」
に
対
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

家庭でできる防災対策チェックリスト

⑴　屋内の安全点検
・家具の上に、転倒・落下し易いものを置いては

いませんか
・大きな家具や寝室の近くの家具で、固定してい

ないものはありませんか
・ガラスが飛び散らないように、飛散防止フィル

ムや粘着テープを張っていますか
・住宅用火災警報器は付けていますか
・消火器等の消火器具を置いていますか
⑵　備蓄品の点検・準備
・食糧（非常食など）
・水（ １ 人約 3 Ｌ／日）
・子供用の備蓄（粉ミルクなど）
・医薬品（けがの応急手当・常備薬・目薬等）
・生活用品（衣類・下着・携帯用トイレ・紙おむつ

等）
・ライフラインが停止した場合に必要な物（携帯

ラジオ・懐中電灯等）
・貴重品等を持ち出すための袋（リックサックなど）
⑶　安否の確認・避難方法の確認
・避難ルートを確認していますか
・家族との集合場所や安否確認方法を決めていま

すか
・１７１（災害用伝言ダイヤル）、災害時伝言板は使

えますか
・近隣の避難場所・避難所はわかりますか

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463
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「
工
事
会
社
が
保
証
し
て
く
れ

る
の
に
、
な
ぜ
、
大
規
模
修
繕

工
事
瑕
疵
保
険
が
必
要
な
ん
で

し
ょ
う
か
？
」

管
理
組
合
の
皆
様
か
ら
、

時
折
、
こ
の
よ
う
な
質
問
が
あ

り
ま
す
。
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

結
論
か
ら
言
う
と
、
工
事

会
社
の
保
証
だ
け
で
、
リ
ス
ク

に
備
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
で
す
。

こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
⋮

築
十
一
年
の
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
が
、
一
回
目
の
大
規
模
修

繕
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
実
績
や
資
本
金
等
の
条
件

を
決
め
て
、
入
札
で
工
事
会
社

を
選
定
し
ま
し
た
。

有
名
な
会
社
で
あ
り
、
管

理
会
社
も
大
丈
夫
で
は
、
と
の

こ
と
で
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。
瑕
疵
の
保
証
は

十
年
間
で
、
工
事
会
社
と
下
請

会
社
、
塗
料
メ
ー
カ
ー
の
連
名

で
の
保
証
で
し
た
。

工
事
が
完
了
し
て
三
年
後
、

雨
が
降
り
続
い
た
あ
る
日
に
、

最
上
階
に
住
む
住
民
か
ら
、

「
天
井
か
ら
雨
漏
り
し
た
！
」

と
、
管
理
組
合
に
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
早
速
、
工
事
会
社
に

連
絡
し
、
確
認
に
来
て
も
ら
い

ま
し
た
。

管
理
組
合
は
当
然
、
工
事

会
社
の
保
証
に
も
と
づ
い
て
、

補
修
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
工

事
会
社
は
対
応
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。「
こ
れ
は
当
社
の
工
事
が

原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
修

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
○
○
万
円

か
か
り
ま
す
。」
と
取
り
合
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。

管
理
会
社
に
聞
い
て
も
、

「
瑕
疵
（
施
工
ミ
ス
）
の
判
断

は
、
法
的
な
も
の
で
あ
り
、
難

し
い
」
と
の
こ
と
。
明
確
な
回

答
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、素
人
の
管
理
組
合
は
、

裁
判
に
訴
え
る
よ
り
、自
己
負

担
で
直
し
た
方
が
い
い
と
い
う

判
断
を
し
て
、屋
上
防
水
の
補

修
工
事
や
雨
漏
り
し
た
部
屋
の

内
装
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

想
定
外
の
出
来
事
？

次
回
の
大
規
模
修
繕
工
事

の
た
め
に
貯
め
て
い
る
、
大
切

な
修
繕
積
立
金
を
取
り
崩
し
た

自
己
負
担
と
な
り
、
管
理
組
合

の
理
事
長
は
、「
想
定
外
の
出

来
事
、
想
定
外
の
出
費
」
と
肩

を
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

決
し
て
、想
定
外
で
は
な

く
、リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識
が

低
か
っ
た
、或
い
は
、ち
ゃ
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
甘

く
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

管
理
組
合
と
工
事
会
社
の
工

事
請
負
契
約
で
は
、
契
約
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
工

事
後
に
瑕
疵
、
債
務
不
履
行
、

不
法
行
為
等
が
あ
っ
た
場
合
、

管
理
組
合
は
工
事
会
社
に
補
修

工
事
の
請
求
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
工
事
会
社
が

素
直
に
非
を
認
め
て
、
補
修
工

事
を
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で

す
が
、
今
回
の
よ
う
な
場
合

は
？
？
「
瑕
疵
に
関
す
る
問
題

は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
な
の

で
す
。」

ど
う
す
る
？
リ
ス
ク
対
策
は

一
、
工
事
会
社
に
は
、
国
土
交

通
大
臣
認
可
の
「
大
規
模
修
繕

工
事
瑕
疵
保
険
」
に
加
入
さ
せ

る
。

二
、
管
理
組
合
団
体
、
一
級
建

築
士
等
、
実
績
の
あ
る
プ
ロ
の

手
助
け
を
し
て
も
ら
う
。

三
、
工
事
契
約
の
締
結
時
に
保

証
内
容
（
塗
料
メ
ー
カ
ー
保
証

含
む
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
。特

に
最
初
の
「
大
規
模
修
繕

工
事
瑕
疵
保
険
」
は
、
管
理
組

合
を
守
る
保
険
制
度
と
し
て
、

平
成
二
十
二
年
に
国
土
交
通
大

臣
が
認
可
し
た
も
の
で
す
。
五

社
の
保
険
法
人
が
取
り
扱
っ
て

お
り
「
建
築
士
に
よ
る
検
査
」

と
「
万
が
一
、
欠
陥
が
見
つ
か

っ
た
場
合
の
保
険
」
を
セ
ッ
ト

に
し
た
も
の
で
、
工
事
会
社
選

定
時
の
入
札
条
件
付
け
す
る
管

理
組
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

工
事
後
、
欠
陥
が
見
つ
か

っ
た
場
合
、
工
事
会
社
に
補
修

費
用
等
と
し
て
保
険
金
が
支
払

わ
れ
る
の
で
、
速
や
か
に
補
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

仮
に
工
事
会
社
が
倒
産
等
に
よ

り
補
修
工
事
を
行
え
な
い
場
合

は
、
管
理
組
合
（
発
注
者
）
に

対
し
て
直
接
保
険
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

大規模修繕工事の　　　　　　　　　なら･･･『瑕疵保険』
国土交通大臣指定　住宅瑕疵担保責任保険法人

〒104-0031  東京都中央区京橋 1-6-1

株式会社 住宅あんしん保証

までお問合せください！ 住宅あんしん 検索

TEL:03-3562-8122  FAX:03-3562-8031

「
大
規
模
修
繕
工
事
の
リ
ス
ク
対
策
」

︵
株
︶
住
宅
あ
ん
し
ん
保
証　

渋
谷　

貴
博



（第111号）� 2014年10月15日発行 （4）

近
年
マ
ン
シ
ョ
ン
保
険
に
つ

い
て
、
①
排
水
管
の
老
朽
化
に

よ
る
漏
水
事
故
多
発　

②
マ
ン

シ
ョ
ン
の
付
属
施
設
が
増
加
し

た
結
果
、
破
損
等
の
事
故
の
多

発
等
に
よ
り
保
険
料
水
準
の
見

直
し
が
、
築
年
数
な
ど
か
ら
保

険
会
社
が
契
約
に
保
険
金
の
増

額
、
ま
た
、
制
限
を
す
る
動
き

が
出
て
い
ま
す
。
今
年
７
月
に

は
地
震
保
険
の
改
定
が
あ
り
、

10
月
に
は
一
部
の
保
険
会
社
で

改
定
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
衝
撃
！　

マ
ン
シ
ョ
ン
総
合

保
険
」

＊「
築
20
年
、
25
年
以
上
は
切

り
捨
て
、
継
続
以
外
は
引
き
受

け
不
可
へ
」

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
総
合

保
険
に
関
し
、
損
害
保
険
大
手

会
社
は
、
恒
常
的
な
損
害
率
の

悪
化
を
背
景
に
こ
の
数
年
保
険

の
改
定
（
お
お
む
ね
値
上
げ
）

を
頻
繁
に
実
施
し
て
い
る
。
築

年
数
の
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

の
損
害
統
計
よ
り
、
築
年
数
別

料
率
を
取
り
入
れ
、
高
経
年
マ

ン
シ
ョ
ン
程
保
険
料
が
高
く
設

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

又
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
、
平

成
26
年
７
月
１
日
か
ら
、
築
25

年
以
上
経
過
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

の
新
規
引
き
受
け
を
不
可
と
し

た
。三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
も

10
月
１
日
か
ら
、
築
20
年
以
上

の
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合
保
険
の
新

規
引
き
受
け
を
見
合
わ
せ
る
予

定
だ
。
こ
の
様
に
本
年
度
に
入

り
築
年
数
に
よ
る
保
険
契
約
の

引
き
受
け
規
制
が
相
次
い
で
発

表
さ
れ
た
。

残
る
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同

和
と
東
京
海
上
日
動
火
災
は
今

の
と
こ
ろ
「
築
年
数
に
よ
る
引

き
受
け
規
制
は
な
し
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
動
向
は
未
定

だ
。築

年
数
が
20
年
・
25
年
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
増
え
て
行
く
に
も
関
わ
ら

ず
、
保
険
会
社
は
そ
う
し
た
高

経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
を
切
り
捨
て

て
い
く
状
況
で
あ
る
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
保
険
の
保
険
料
が
改
正
に
な
る
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト　

会
長　

佐
々
木　

一

＊損害保険大手会社の引き受け規制・保険料改定の状況（平成26年 ７ 月 １ 日現在）

損保ジャパン 平成26年 ７ 月 １ 日より築25年超のマンションの新規引き受け不可（継続契
約は可）

三井住友海上火災保険 平成26年10月 １ 日より、築20年超のマンションの新規契約引き受け不可
（継続契約は可）

あいおいニッセイ同和損保
平成26年10月 １ 日より大幅改正・「築古物件25年以上30％値上げ・基本補
償の免責 ５ 万円、施設賠償の免責も ５ 万円」・築年数による引き受け規制
なし。

東京海上日動火災保険
平成26年 ４ 月 １ 日の料率改定以降改定予定なし・築20年超のマンションは
基本補償の免責 ５ 万円・施設賠償／個人賠償とも ５ 万円・築年数による引
き受け規制なし。

日本興亜損害保険

平成25年 ４ 月 １ 日より築15年超のマンションの新規引き受け不可（継続契
約は可）
平成26年 ９ 月 １ 日よりマンション管理組合総合保険は損保ジャパンの商品
に統一

＊損保ジャパンと興亜損保は平成26年 ９ 月 １ 日合併・損保ジャパン日本興亜を立ち上げる。
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昨
年
11
月
24
日
（
日
）
マ
ン
シ

ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
代
表

廣
田
信
子
氏
の
講
演
内
容
「
管
理

組
合
運
営
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
関
係
」
に
つ
い
て
第
４
弾
を
掲

載
し
ま
す
。

＊「
こ
れ
か
ら
関
係
づ
く
り
の
一

歩
に
」

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
面
倒
な
も
の

で
も
無
関
心
者
の
集
合
体
で
も
な

く
、
人
と
繋
が
っ
て
い
る
安
心
感

を
得
ら
れ
る
価
値
あ
る
住
ま
い
方

で
、
自
分
も
そ
の
構
成
員
だ
と
自

分
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
ソ
フ
ト
面
で
も
震
災
に
強

い
安
心
な
住
ま
い
と
し
て
価
値
を

高
め
る
。

６
、
合
意
形
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⑴　

重
要
事
項
の
合
意
形
成
が
で

き
る
関
係
を
築
く
事
が
マ
ン
シ
ョ

ン
の
価
値
を
左
右
す
る
。

・
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る

と
、
大
規
模
な
再
生
・
建
て
替
え

の
検
討
も
必
要
に
な
る
。
共
用
部

分
の
大
規
模
変
更
に
４
分
の
３
、

建
て
替
え
に
は
５
分
の
４
の
賛
成

が
必
要
に
な
る
。

：
合
意
形
成
が
で
き
な
い
と
マ
ン

シ
ョ
ン
の
居
住
価
値
を
維
持
で
き

な
い
。

・
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
気
持
ち
を

思
い
や
る
気
持
ち
が
無
け
れ
ば
前

に
は
進
ま
な
い
。

：
賛
成
で
き
な
い
事
情
を
く
み
取

り
、
そ
の
事
情
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

方
法
を
検
討
す
る
。

：
自
分
は
反
対
で
も
、
皆
が
望
む

な
ら
協
力
し
よ
う
と
思
う
。（
そ

れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
帰
属
意
識
・
共
に
暮
ら

し
て
き
た
又
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話

に
な
っ
た
仲
間
意
識
・
ハ
ー
ド
問

題
も
、
資
産
価
値
の
問
題
も
最
後

は
、
人
の
気
持
ち
が
鍵
に
な
る
）

⑵　

考
え
方
の
違
い
を
人
間
関
係

の
対
立
に
し
な
い
こ
と
が
重
要

・
紛
争
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

住
む
の
に
魅
力
的
な
環
境
と
は
言

え
な
い
し
又
、
感
情
的
な
対
立
の

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
重
要
な

案
件
は
決
議
で
き
な
く
な
る
。

＊
考
え
方
と
し
て

①
開
か
れ
た
民
主
的
な
管
理
組
合

運
営
に
心
が
け
る
。

②
意
見
の
違
い
が
人
間
関
係
の
対

立
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
に
気
を
配

る
。

③
何
か
問
題
が
あ
っ
て
も
、
誰
か

を
責
め
る
の
で
は
な
く
前
向
き
な

議
論
に
繋
げ
る
よ
う
に
す
る
。
相

手
が
心
を
固
く
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
こ
じ
れ
る

だ
け
に
な
る
。

④
想
像
力
を
育
み
、
人
に
よ
っ
て

意
見
の
違
う
事
は
当
た
り
前
、
相

手
の
立
場
を
考
慮
し
て
、
上
手
く

伝
え
る
工
夫
を
す
る
。

⑤
日
頃
か
ら
、
居
住
者
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
環
境

作
り
が
必
要

（
総
会
・
理
事
会
等
管
理
組
合
運

営
の
仕
組
み
だ
け
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
。
緩
や
か
な
集
ま
り
で
、

非
公
式
に
意
見
を
言
え
る
（
聞
き

役
が
い
る
）
場
が
必
要
で
あ
る
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
理
由

は
、
現
在
の
社
会
現
象
と
し
て
、

同
じ
地
域
に
す
む
近
隣
同
士
が
挨

拶
も
し
な
く
な
り
、
人
間
関
係
が

希
薄
化
し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以

来
、
災
害
が
発
生
す
る
度
、
重
要

視
さ
れ
て
い
る
「
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
確
保
の
形
成
」
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
大
震
災
に
対
す
る
災
害

対
応
等
へ
の
不
安
で
す
。

大
災
害
発
生
時
に
は
「
遠
く
の

親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
と
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
大
切
さ
が
叫

ば
れ
て
い
る
時
、
国
交
省
が
選
出

し
た
委
員
会
に
お
い
て
、
標
準
管

理
規
約
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関

係
事
項
を
削
除
せ
よ
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

・
平
成
24
年
１
月
、
国
交
省
が
立

ち
上
げ
た
標
準
管
理
規
約
の
見
直

し
と
第
三
者
管
理
者
管
理
制
度
、

検
討
委
員
会
で
標
準
管
理
規
約
に

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
事
項
の

す
べ
て
を
削
除
せ
よ
と
の
発
言
が

出
た
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

・
管
理
組
合
の
運
営
は
、
区
分
所

有
者
の
団
体
で
あ
る
総
会
の
合
意

形
成
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
な
か

な
か
前
に
は
進
ま
な
い
物
で
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
合
意
形
成

が
得
ら
れ
る
の
か
？

ご
存
知
の
よ
う
に
「
マ
ン
シ
ョ

ン
は
住
ま
い
で
あ
り
、
住
環
境
で

あ
り
ま
す
。」

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
無
関

心
な
人
の
集
合
体
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
多
く
の
住
民
は
、
ご
く
普

通
の
生
活
者
で
自
分
の
暮
ら
し
に

踏
み
込
ま
れ
た
く
な
い
が
、
気
持

の
よ
い
近
所
付
き
合
い
は
必
要
だ

と
考
え
て
居
り
、
安
心
で
快
適
な

住
環
境
で
ご
近
所
と
の
良
好
な
関

係
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
19
日
、
日
本
マ
ン

シ
ョ
ン
学
会
・
全
管
連
・
日
管

連
・
管
理
協
の
４
団
体
が
共
催

で
、
浦
安
の
明
海
大
学
で
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
必
要
か
ど
う
か
・
ど

う
す
べ
き
か
？
」
を
開
催
、
４
団

体
の
代
表
が
そ
ろ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
重
要
性
を
強
調
、
標

準
管
理
規
約
に
お
い
て
現
行
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
条
項
は
不
可
欠

で
あ
る
」
と
の
共
同
提
言
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
削
除
問
題
提
起

か
ら
２
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
も

っ
て
国
交
省
や
委
員
会
等
か
ら
何

ら
報
告
は
出
て
居
り
ま
せ
ん
。

１
０
８
号
か
ら
１
１
１
号
と
４

回
に
亘
っ
て
「
管
理
組
合
運
営
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
関
係
」
に

つ
い
て
、
廣
田
信
子
先
生
の
講
演

内
容
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

�

（
事
務
局
）

第
43
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

（
秋
季
）
実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告
④
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
連
合
会
は
、
９
月

１
日
、
東
京
・
江
東
亀
戸
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
16

団
体
（
２
団
体
欠
席
）
が
出
席

し
て
、
２
０
１
４
年
度
通
常
総

会
を
開
催
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ

ト
か
ら
は
、
佐
々
木
会
長
と
岡

崎
理
事
が
出
席
）
し
た
。
総
会

で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
抱
え
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
、
管
理
組

合
及
び
居
住
者
へ
の
支
援
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
等
、

活
発
な
情
報
交
換
・
意
見
交
換

が
成
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

は
、
山
本
育
三
会
長
（
神
管
ネ

ッ
ト
）
が
再
任
・
副
会
長
石
川

靖
治
（
県
福
関
連
）・
事
務
局

長
川
上
湛
氷
（
日
住
協
）・
理

事
瀬
野
尾
嘉
明
（
道
管
連
）・

理
事
西
尾
弘
之
（
中
部
管

協
）・
監
事
長
宏
之
（
広
管
連
）

の
各
氏
が
受
任
、
総
会
で
承
認

さ
れ
た
。

平
成
26
年
度
の
活
動
方
針
で

は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法
案
作

成
に
向
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
す
る
等
、
外
部
有

識
者
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
る
方
針
で
活
動
を

開
始
す
る
。

昨
年
一
部
地
域
で
始
め
た
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
、全
国
を

東
日
本
・
西
日
本
・
九
州
の
３
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
本
格
化
さ
せ
る
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
、
年
３
～

４
回
程
度
、
会
員
団
体
等
が
参

集
し
、
地
域
事
情
に
合
っ
た
活

動
を
展
開
さ
せ
る
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
平
成

11
年
に
全
管
連
を
脱
会
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
連
合
会
（
福
管
連
）
を

呼
ぶ
意
向
も
あ
っ
た
が
異
論
は

出
な
か
っ
た
。

又
、
昨
年
、
全
管
連
主
催
・

Ｍ
Ｋ
Ｓ
（
マ
ン
シ
ョ
ン
計
額
修

繕
施
工
協
会
）
共
催
に
よ
る
、

大
規
模
修
繕
工
事
セ
ミ
ナ
ー
を

今
年
度
も
継
続
し
て
い
く
事

で
、
国
交
省
と
の
話
し
合
い
が

進
ん
で
い
る
由
、「
二
つ
の
老

い
（
建
物
の
老
朽
化
と
居
住
者

の
高
齢
化
）」 

等
を
考
慮
、
開

催
地
も
拡
大
し
て
実
施
（
埼
玉

県
開
催
も
予
定
）
す
る
。

平
成
12
年
度
に
決
議
さ
れ
た

も
の
の
登
記
上
の
事
務
所
が
京

都
か
ら
東
京
へ
未
変
更
で
、
更

に
２
０
０
４
年
度
以
降
、
役
員

変
更
も
未
登
記
だ
っ
た
こ
と
が

知
ら
さ
れ
、
科
料
３
万
円
を
支

払
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

当
然
、当
時
の
実
務
担
当
者

の
責
任
を
追
及
す
る
声
も
上
が

っ
た
が
、「
担
当
者
も
故
意
で
し

た
訳
で
は
な
く
、会
員
み
ん
な

で
責
任
を
受
け
止
め
よ
う
」と

の
意
見
で
賛
意
が
成
さ
れ
た
。

そ
の
他
、正
会
員
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
宮
崎
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
連
合
会
が
平
成
14
年
か

ら
準
会
員
へ
移
行
す
る
と
の
申

請
が
成
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

全
管
連
は
、
平
成
14
年
７
月

１
日
現
在
、
正
・
準
会
員
計
18

団
体
で
、
加
盟
の
全
管
連
参
加

会
員
数
は
、
２
、３
３
４
管
理

組
合
（
22
万
４
、５
６
８
戸
）

と
な
り
、
前
年
比
で
１
０
８
管

理
組
合
（
４
、９
７
３
戸
）
が

減
少
し
た
。

来
年
度
の
全
管
連
代
表
者
会

議
・
通
常
総
会
は
関
西
地
区
で

開
催
す
る
事
を
決
め
閉
会
し

た
。�

（
理
事　

岡
崎
尚
而
）

「
全
管
連
第
65
回
通
常
総
会
開
催
」

首 都 圏 マ ン シ ョ ン リ ニ ュ ー ア ル 事 業 部

〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目１１番１号
TE L  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 0 3  F A X  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 3 5
Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P /

◎ 大規模修繕工事  
◎ 各種防水工事   
◎ 内装工事     

東北支店・千葉支店・横浜支店・中部支店 
関西支店・札幌営業所・福岡営業所 

～ Total でご提案します ～ 

大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム、

充実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が、

世代を超えた永いお付き合いを実現しています。 

◎ 給排水設備工事 
◎ 防音工事 
◎ 建物・設備診断 



（7） 2014年10月15日発行� （第111号）

連
載 
私
の
町
は
ど
ん
な
町
�

�

─
川
口
市
─

中
世
に
於
て
鎌
倉
街
道

中ナ
カ
ツ
ミ
チ道
は
、
鎌
倉
か
ら
川
口

（
当
時
は
「
小コ

川カ
ワ

口グ
チ

」
と
い
う

地
名
）
を
通
り
東
北
地
方
を
結

ぶ
重
要
な
街
道
で
し
た
。

戦
国
時
代
の
川
口
市
は
、
鎌

倉
の
北
条
市
と
岩
槻
城
の
太
田

氏
と
の
争
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、

ほ
と
ん
ど
北
条
市
の
勢
力
下
に

あ
り
ま
し
た
。

川
口
と
云
え
ば
「
鋳
物
の

町
」
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
を
灯
し
続
け
た

聖
火
台
の
大
釜
も
川
口
の
小
さ

な
鋳
物
工
場
の
作
と
し
て
有
名

で
す
。

川
口
鋳
物
の
発
祥
説
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
、
建
久
年
中
（
一

一
九
〇
代
）
に
中
国
の
南
宗
か

ら
渡
来
し
た
鋳
物
師
が
、
川
口

の
地
に
鋳
物
に
適
し
た
砂
や
粘

土
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
周

辺
百
姓
に
鋳
造
技
術
を
伝
え
た

と
い
う
の
が
自
然
の
様
で
す
。

現
在
記
録
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
一
七
六
三
年
に
大
川
文
左

衛
門
ら
四
人
が
正
式
に
鋳
物
師

免
許
状
を
得
て
い
ま
す
。
一
八

六
〇
年
代
に
は
川
口
鋳
物
師
二

〇
人
に
許
状
・
焼
印
札
を
受
領

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
川
口
鋳
物
の
経
営
は

不
安
定
で
、休
廃
業
と
再
開
を

繰
り
返
す
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

従
っ
て
生
活
基
盤
は
農
業
で

あ
り
、
鋳
物
業
は
農
間
余
業
で

し
た
。
そ
の
後
、
有
力
農
民
層

が
周
辺
農
民
へ
の
金
融
や
耕
地

を
他
の
百
姓
に
小
作
さ
せ
て
自

ら
鋳
物
を
専
業
化
し
て
い
く
鋳

物
師
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
親
方
の
も
と
で
の
従
弟
奉
公

の
の
ち
親
方
か
ら
鋳
湯
を
貸
与

さ
れ
独
立
し
て
行
き
（
買
湯
制

と
い
う
）
農
業
の
か
た
わ
ら

細
々
と
鋳
物
業
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。

近
世
後
期
の
川
口
鋳
物
は
、

日
用
品
の
鍋
・
釜
が
主
流
で
し

た
が
そ
の
後
、
鉄
瓶
、
銚
子
、

火
炉
、
花
活
等
工
芸
品
が
鋳
造

さ
れ
、
製
品
ご
と
の
分
業
化
が

進
み
ま
し
た
。
又
弘
化
、
嘉
永

年
間
以
降
は
幕
府
や
諸
藩
発
注

の
軍
需
鋳
物
が
増
え
、
安
定
感

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
又
原
料

に
古
鉄
の
利
用
が
増
え
て
「
よ

な
げ
」
と
称
し
て
屑
鉄
拾
い
を

同
時
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

川
口
は
荒
川
沿
い
の
低
地
帯

に
あ
り
、
火
を
扱
う
鋳
物
業
に

ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
備
え
て
い

る
地
域
で
す
。

近
世
に
於
け
る
日
本
の
軍
需

工
業
は
急
激
に
進
歩
し
、
兵
器

生
産
の
面
で
川
口
鋳
物
師
が
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
の
で
す
。

幕
府
は
直
営
の
大
小
砲
鋳
造

所
を
湯
島
馬
場
に
設
営
し
、
こ

れ
に
は
川
口
の
職
人
が
多
く
参

加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
川
口

鋳
物
師
に
対
し
て
湯
島
馬
場
鋳

造
所
の
分
工
場
と
し
て
位
置
づ

け
、
大
砲
の
鋳
造
を
請
け
負
わ

せ
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
様
に
矢
継
ぎ
早

の
幕
府
の
発
注
に
対
し
て
川
口

の
鋳
物
師
は
そ
の
作
業
に
追
わ

れ
手
順
も
粗
雑
に
な
り
、
鋳
造

挺
数
の
半
分
は
発
射
出
来
な
い

と
い
う
理
由
で
鋳
な
お
し
を
命

ぜ
ら
れ
る
と
い
う
状
態
で
し
た

が
、
幕
府
は
大
砲
鋳
造
の
発
注

先
が
他
に
な
く
受
注
数
は
減
少

し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
政
府
軍
に
徹
底
抗
戦
を

し
て
箱
館
五
稜
郭
に
立
て
籠
っ

た
榎
本
武
揚
か
ら
も
弾
丸
の
調

達
を
増
田
家
に
要
請
し
て
い
ま

す
。幕

府
は
ア
メ
リ
カ
の
襲
来
に

備
え
浦
賀
に
砲
台
を
設
置
す
る

に
あ
た
り
、
八
〇
ポ
ン
ド
二
挺

六
〇
ポ
ン
ド
二
挺
等
計
八
挺
を

横
須
賀
の
鋳
物
師
に
発
注
し
ま

し
た
が
ほ
と
ん
ど
が
発
射
出
来

な
い
不
良
品
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
改
め
て
川
口
の
永
瀬
氏
に

請
け
負
わ
せ
、
慶
応
元
年
に
浦

賀
砲
台
が
完
成
し
ま
し
た
。
費

用
は
二
一
八
〇
両
余
り
と
の
こ

と
、
実
戦
に
於
て
は
発
射
出
来

な
か
っ
た
不
良
品
が
あ
っ
た
様

で
す
が
そ
の
後
技
術
も
進
歩
し

一
八
〇
〇
年
後
半
に
は
二
〇
以

上
の
諸
藩
か
ら
兵
器
の
鋳
造
を

受
注
し
て
い
ま
す
。

弘
前
藩
や
水
戸
藩
は
在
地
の

鋳
物
師
に
発
注
し
た
大
砲
が
不

良
品
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
川

口
の
増
田
家
へ
大
量
の
大
砲
を

発
注
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
川
口
の
鋳
造
技
術

は
全
国
に
認
め
ら
れ
、「
鋳
物

の
町
川
口
」
と
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

�
（
小
島　

次
郎
）
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管
理
組
合
活
動
に

�
も
っ
と
関
心
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト

会
長　

佐
々
木　

一

自
分
達
の
財
産
（
マ
ン
シ
ョ

ン
）
の
管
理
に
つ
い
て
、
無
関

心
な
居
住
者
が
増
え
て
き
て
い

る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
ら

よ
い
の
か
？

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
私
有
財
産

で
す
が
そ
の
適
正
な
管
理
を
確

保
す
る
に
は
、
管
理
組
合
の
円

滑
な
合
意
形
成
や
各
区
分
所
有

者
の
住
ま
い
方
に
対
す
る
自
覚

が
不
可
欠
で
す
。

区
分
所
有
法
で
は
、「
区
分

所
有
者
は
、
全
員
で
建
物
並
び

に
そ
の
敷
地
及
び
付
属
施
設
の

管
理
を
行
う
為
の
団
体
（
管
理

組
合
）
を
構
成
す
る
」
と
規
定

さ
れ
、
そ
し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
適
正
化
の
指
針
」（
国
交

省
告
示
）
で
は
、
管
理
組
合
が

留
意
す
べ
き
基
本
事
項
と
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

＊
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
適
正
化

の
基
本
事
項

１
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
主
体

は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者

等
で
構
成
さ
れ
る
管
理
組
合
で

あ
り
、
管
理
組
合
は
マ
ン
シ
ョ

ン
の
区
分
所
有
者
等
の
意
見
を

十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
又
、

長
期
的
な
見
通
し
持
っ
て
適
正

な
運
営
を
行
う
事
が
重
要
で
あ

る
。（
以
下
省
略
）

２
、
管
理
組
合
を
構
成
す
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
者
等

は
、
管
理
組
合
の
一
員
と
し
て

の
役
割
を
十
分
認
識
し
て
、
管

理
組
合
の
運
営
に
関
心
を
持
ち

積
極
的
に
参
加
す
る
等
、
そ
の

役
割
を
適
切
に
果
た
す
よ
う
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

＊
管
理
組
合
の
運
営

１
、
理
事
会
が
中
心
と
な
り
、

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
運
営
を

進
め
る
。

２
、
管
理
を
第
三
者
（
管
理
会

社
等
）
に
依
存
す
る
だ
け
で
な

く
、
管
理
組
合
が
中
心
に
な
っ

て
自
主
的
な
運
営
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

３
、
高
齢
化
対
策
上
、
い
ざ
と

い
う
時
の
住
民
間
の
共
済
活
動

意
識
が
芽
生
え
る
よ
う
な
対
応

策
を
検
討
す
る
。

４
、
居
住
者
は
、
将
来
に
対
す

る
問
題
・
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
組
合
活
動
等
定
期

的
に
情
報
伝
達
が
必
要
で
す
。

５
、
年
１
回
の
通
常
総
会
へ
の

参
加
率
ア
ッ
プ
の
方
策
を
講
じ

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
組
合
活

動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
事

と
重
要
案
件
を
沢
山
の
人
で
何

度
も
見
直
し
検
討
す
る
事
で
、

更
な
る
良
策
を
見
出
す
可
能
性

が
高
い
か
ら
で
す
。

６
、
管
理
費
や
修
繕
積
立
金
の

収
支
・
使
途
等
明
確
に
報
告
す

る
事
が
、
管
理
組
合
活
動
の
信

頼
に
繋
が
り
ま
す
。

７
、
居
住
者
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
見
解
を
持
つ
人
が
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
そ
の
方
の

力
を
借
り
る
事
も
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

＊
区
分
所
有
者
の
役
割

１
、
管
理
は
、
区
分
所
有
者
全

員
が
共
同
行
う
事
が
原
則
で

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の

業
務
は
、「
財
産
管
理
」
で
あ

る
と
の
発
言
も
あ
る
よ
う
に
、

無
理
解
・
無
関
心
で
参
加
し
な

い
こ
と
は
、
自
分
の
財
産
を
損

ね
る
事
に
な
り
ま
す
。

２
、
快
適
な
住
環
境
の
維
持
向

上
の
為
、
ま
た
自
分
の
資
産
管

理
の
意
味
か
ら
も
組
合
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

３
、
組
合
業
務
は
決

し
て
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

解
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

＊
ま
と
め
と
し
て

管
理
組
合
は
、
組

合
員
が
組
合
活
動
に

興
味
を
持
つ
よ
う
な

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
、
居
住
者
が

共
同
意
識
を
持
っ
て

共
同
生
活
を
営
む
集

団
を
構
成
し
、
合
意

形
成
の
為
の
条
件
を

整
え
、
日
頃
の
生
活

の
中
か
ら
気
軽
に
参

加
出
来
る
よ
う
な
環

境
作
り
が
必
要
で

す
。
ま
た
管
理
組
合

は
、
区
分
所
有
者
の

意
志
の
合
意
に
よ
っ

て
、
管
理
を
行
う
も

の
で
す
か
ら
組
合
員

は
、
管
理
組
合
の
一

員
と
し
て
組
合
運
営

に
積
極
的
に
参
加
す

る
等
そ
の
役
割
を
果

た
す
事
が
大
切
で

す
。
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